
強いこだわりがあると、何だか大変そうに思え

てしまうけど、その子にとってはむしろ安心でき

る状態なのかもしれないなぁ。ちなみに白い物し

か口にしなかったAちゃんは体の成長に問題は

なく、年齢が上がるごとに食べられる物が増えて

いったと聞いているよ。でも、こだわりの強さか

ら栄養状態や成長、発達などに影響が出たり、ア

レルギーなどの心配があったりするときは、保健

師さんや専門機関に相談してみるといいと思う。

家族で同じ物を食べていても、味やにおいの感

じ方って微妙に違っているのかもね。子どもの頃

は敏感でも、大きくなるにつれて食べられるもの

が増えたり、入園をきっかけに周りで食べている

のを見て口にするようになったり・・・なんてこと

もあるよね。食べられないからと言って無理強い

するのは逆効果。大人もそうだけど、食べること

が楽しいって思えることが大切。わがままに思え

るかもしれないけれど、焦って追い込まないよう

に見守っていきたいね。

NO！

B くん

発行者：さくら市生涯学習課（担当 鈴木）

十人十色と言いますが、人によって「こだわり」ってあるのではないでしょうか。「味にこだわる店」とか

は良い意味で使われますが、「こだわりが強くて融通が利かない」となるとちょっと心配な意味でも使われ

ます。食についても、強いこだわりを持っている子がいます。

どうみる？ 食へのこだわり

第４９号 ２０２４．８月発行 オンブ―

A ちゃんは見た目にこだわりが

あるのかな？B くんはにおいに

敏感？用心深いのかな？

食事を作る側としては気を

遣うし、手間もかかるし、

苦労するよね・・・。何でも

食べてくれたら楽なんだけど。

赤飯やおこわ

食パンのみみ

ジュース

白いご飯

食パンの白い所

牛 乳

においが気になって食べたくないものがあるんだ

野 菜

火を通したもの

お菓子

魚や卵

牛 乳

納 豆

オンブ―のつぶやき

A ちゃん

白いものはいいけど、色の付いているものはイヤ

OK

NO！

OK
。


